
１３ 2025年（令和7年）1月11日（土曜日） （第三種郵便物認可）
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チ
ラ
シ
を
手
に
参
加
を
呼
び
掛

け
る
ス
タ
ッ
フ

オープン初日に滑りを

楽しむ来場者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

２
０
２
４
年
（
１
〜

月
）
の
釧
路
市
消

防
本
部
管
内
（
釧
路
市
、
白
糠
町
）
の
火
災

件
数
が
、
同
本
部
が
２
０
０
５
年
に
白
糠
町

の
消
防
事
務
を
受
託
し
て
以
来
、
過
去
最
少

と
な
る

件
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
火

災
に
よ
る
死
者
は
前
年
よ
り
４
人
増
加
し
５

人
、
負
傷
者
は
９
人
減
少
し
３
人
。
救
急
出

動
件
数
は
４
年
ぶ
り
の
減
少
と
な
る
１
万
１

３
６
６
件
と
な
っ
た
一
方
、
搬
送
人
員
は
過

去
最
多
の
１
万
４
１
４
人
と
、
２
年
連
続
で

１
万
人
の
大
台
を
超
え
た
。
　
（
森
崎
博
史
）

１人が死亡した

火災現場（昨年

１月、釧路市新

橋大通９）

　
元
釧
路
市
教
育
長
の
山
田
和

弘
（
や
ま
だ
・
か
ず
ひ
ろ
）
さ

ん
が
８
日
死
去
し
た
。

歳
だ

っ
た
。
自
宅
は
釧
路
市
武
佐
４

の
６
の
９
。
通
夜
は

日
午
後

６
時
、
葬
儀
は

日
午
前
９
時
、

緑
ケ
岡
３
の
ベ
ル
コ
釧
路
シ
テ

ィ
ホ
ー
ル
で
行
う
。
喪
主
は
妻

由
美
子
さ
ん
、
葬
儀
委
員
長
は

両
角
陽
一
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

根
釧
Ｎ
Ｅ
Ｔ
監
事
）
。

　
釧
路
市
生
ま
れ
。
釧
路
市
役

所
に
奉
職
し
、
釧
路
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ
計
画
の
立

ち
上
げ
か
ら
携
わ
る
な
ど
、
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
。
そ
の

後
、
市
教
育
長
と
し
て
学
校
現

場
を
歩
い
た
。
保
護
司
、
ユ
ネ
ス

コ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
と
も
に
、
１
９
８
０
年
に
厚

岸
町
太
田
に
私
財
を
投
じ
て
電

気
も
水
道
も
な
い
生
活
を
体
験

す
る
「
山
小
屋
ら
ん
ぷ
の
い
え
」

を
建
設
。
た
く
ま
し
く
生
き
る

子
供
た
ち
の
活
動
拠
点
と
な
っ

た
。
ま
た
、
そ
の
場
は
気
さ
く
に

酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
自
由

に
釧
路
の
魅
力
を
語
る
「
屯
田

塾
」
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
多
く

の
友
人
た
ち
が
集
っ
た
。
好
き

な
言
葉
と
し
て
、「
一
燈
照
隅
」

（
ラ
ン
プ
の
小
さ
な
光
は
一
隅

し
か
照
ら
さ
な
い
が
、
た
く
さ

ん
集
ま
れ
ば
全
体
が
明
る
く
な

る
）
を
大
切
に
し
て
い
た
。

完成したパンフレットを手に

する湯浅さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
同
本
部
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
火
災
の
内
訳
は
、
建
物
が

件
（
前
年
比
３
件
増
）
と
全

体
の
８
割
を
占
め
、
車
両
４
件

（
同
２
件
減
）
、
野
火
な
ど
の

そ
の
他
が
３
件
（
同
７
件
減
）

だ
っ
た
。
建
物
火
災

件
の
う

ち
、
全
焼
は

件
（
同
８
件
増
）
、

半
焼
１
件
（
同
４
件
減
）
、
部

分
焼
８
件
（
同
３
件
増
）
、
ぼ

や

件
（
同
４
件
減
）
。

　
原
因
別
で
は
電
気
関
係
７
件

（
同
２
件
増
）
、
た
ば
こ
５
件
（
同

増
減
な
し
）
、
こ
ん
ろ
５
件
（
同

増
減
な
し
）
、
ス
ト
ー
ブ
５
件

（
同
２
件
増
）
、
放
火
ま
た
は
放

火
の
疑
い
４
件
（
同
４
件
減
）
な

ど
。
月
別
で
は
、
過
去

年
で
一

番
発
生
が
少
な
か
っ
た
２
月
の

８
件
が
最
多
と
な
り
、
５
月
（
５

件
）
、
３
、
４
、

、

月
（
各
４

件
）
と
続
い
た
。

　
救
急
出
動
は
１
万
１
３
６
６

件
（
前
年
比
２
０
５
件
減
）
、

搬
送
人
員
は
１
万
４
１
４
人

（
同

人
増
）
。
こ
の
う
ち
、

急
病
が
７
８
２
６
人
（
同
３
６

１
人
減
）
と
全
体
の
４
分
の
３

を
占
め
、
一
般
の
負
傷
が
１
５

６
５
人
（
同

人
増
）
、
転
院

搬
送
が
１
２
４
３
人
（
同
１
１

４
人
増
）
、
交
通
事
故
が
３
２

８
人
（
同

人
減
）
だ
っ
た
。

  

同
本
部
で
は
昨
年
、
ス
ト
ー

ブ
火
災
が
増
え
る
冬
期
を
前

に
、
ス
ト
ー
ブ
や
電
気
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
注
意
喚
起
す
る

動
画
を
、
同
本
部
公
式
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
に
投
稿
す
る
な
ど
啓
発

に
力
を
入
れ
て
お
り
、「
今
年
も

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
啓
発
活
動
や

イ
ベ
ン
ト
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
取
り
替
え
も
推
奨
し
て
い

く
」
と
し
、
地
域
住
民
に
向
け

「
救
急
車
の
適
切
な
利
用
に
協
力

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
【
標
津
】
町
営
金
山
ス
キ
ー

場
が

日
、
オ
ー
プ
ン
し
た
。

現
状
で
は
積
雪
が
少
な
い
た

め
、
左
斜
面
だ
け
で
営
業
を
ス

タ
ー
ト
。
初
日
は
シ
ー
ズ
ン
開

幕
を
待
ち
わ
び
た
町
内
外
の
ス

キ
ー
ヤ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー

が
滑
り
を
楽
し
ん
だ
。

　
同
ス
キ
ー
場
を
管
理
す
る
篠

田
興
業
の
篠
田
猛
専
務
に
よ
る

と
、
現
在
の
積
雪
量
は

㌢
程

度
。
今
後
、
雪
が
増
え
た
ら
全

斜
面
で
の
営
業
と
第
２
リ
フ
ト

を
稼
働
す
る
見
込
み
と
い
う
。

　
こ
の
日
、
ゲ
レ
ン
デ
で
は
ス

キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
抱
え

た
親
子
、
若
者
な
ど
が
雪
の
感

触
を
満
喫
。
浜
中
町
か
ら
家
族

３
人
で
来
場
し
た
今
泉
杏
紗
さ

ん
（

）
は
「
久
し
ぶ
り
な
の

で
少
し
怖
か
っ
た
け
ど
楽
し
か

っ
た
。
今
後
も
で
き
る
だ
け
多

く
来
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
１
月
末
ま
で
は
毎
日
営
業

し
、
２
月
は
土
日
祝
日
の
み
。

時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
。
リ
フ
ト
料
金
は
１
回
に
つ

き
大
人
１
４
０
円
、
中
学
生
以

下

円
。
お
得
な
１
日
親
子
リ

フ
ト
券
や
シ
ニ
ア
割
引
き
な
ど

も
あ
り
、
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
の
レ
ン
タ
ル
も
で
き
る
。

　
ま
た
、
ス
キ
ー
教
室
が
今
月

、

、

日
と
２
月

日
、
ス

キ
ー
場
ま
つ
り
が
２
月

日
に

そ
れ
ぞ
れ
予
定
さ
れ
て
い
る
。

同
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
０
１
５
３
（

）
２
１

７
２
、
ス
キ
ー
教
室
が
本
村
さ

ん
０
９
０
（
６
８
７
６
）
１
４
７

１
、
ス
キ
ー
場
ま
つ
り
は
町
総

合
体
育
館
０
１
５
３
（

）
３
１

１
２
へ
。
　
　
　
（
嶋
守
善
一
）

「
ほ
く
と
く
ん
」
と
共
に
行
わ

れ
た
啓
発
活
動

高齢女性がはねられた事

故現場（釧路市愛国東３、

午前８時 分ごろ）

　
「
１
１
０
番
の
日
」
の

日
、

釧
路
署
（
本
間
博
幸
署
長
）
は

釧
路
市
内
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
釧

路
昭
和
で
、
１
１
０
番
の
適
切

な
利
用
を
呼
び
掛
け
る
啓
発
を

行
っ
た
。

　
こ
の
啓
発
は
毎
年
こ
の
日
に

同
署
管
内
の
商
業
施
設
で
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
日
は
署
員
５

人
が
参
加
。
買
い
物
客
に
通
報

の
適
正
な
利
用
の
ほ
か
、
闇
バ

イ
ト
や
特
殊
詐
欺
へ
の
警
戒
な

ど
も
呼
び
掛
け
な
が
ら
、
標
語

の
入
っ
た
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
カ
イ
ロ
な
ど
の
啓
発
用
品

１
０
０
セ
ッ
ト
を
配
布
し
た
。

道
警
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
ほ
く
と
く
ん
」
も
駆

け
付
け
、
家
族
連
れ
と
記
念
写

真
を
撮
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
同
署
に
よ
る
と
、
２
０
２
４

年
中
に
同
署
が
受
理
し
た
有
効

な
１
１
０
番
通
報
は
１
万
２
１

６
９
件
（
暫
定
値
）
で
、

年

に
比
べ
て
６
１
６
件
減
少
し

た
。
通
報
内
容
は
交
通
事
故
が

最
も
多
く
、
け
ん
か
や
口
論
の

ト
ラ
ブ
ル
が
続
く
。

　
同
署
地
域
課
の
鈴
木
弘
光
指

令
係
長
は
「
不
急
の
１
１
０
番

通
報
で
警
察
官
が
出
動
し
て
し

ま
う
と
、
他
の
現
場
へ
の
到
着

が
遅
れ
、
被
害
者
の
命
に
関
わ

っ
た
り
犯
人
を
取
り
逃
す
可
能

性
が
あ
る
。
相
談
、
照
会
な
ど

連
絡
は
警
察
署
の
代
表
電
話

か
、
警
察
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

＃
９
１
１
０
を
利
用
し
て
」
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。
（
橋
本
梓
）

110

番
適
切
な

利
用
呼
び
掛
け

釧
路
署
が
啓
発

　 日午後５時５分ごろ、ＪＲ根室線の

池田―十弗駅間で、札幌発釧路行きの特

急「おおぞら７号」がシカと衝突、同列

車の自動列車停止装置に不具合が発生し

たため、池田駅まで後退した。同列車は

同駅以降の運転を取りやめ、乗客は後続

列車に乗り換えた。この影響で一部の列

車に運休や遅れが出た。

　
釧
路
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
と
釧
路
総
合
振
興
局
、
根

室
振
興
局
が
主
催
す
る
「
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
（
Ａ
Ｔ
）

セ
ミ
ナ
ー
」
が

日
午
後
２
時

か
ら
、
釧
路
市
観
光
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
自
然
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
異
文
化
体
験
の

う
ち
二
つ
以
上
を
組
み
合
わ
せ

た
体
験
観
光
「
Ａ
Ｔ
」
に
つ
い

て
の
十
分
な
理
解
と
、
地
域
に

関
す
る
多
様
な
情
報
を
持
ち
、

自
身
も
ツ
ア
ー
に
参
加
し
な
が

ら
顧
客
管
理
や
地
域
関
係
者
、

旅
行
会
社
な
ど
と
の
橋
渡
し
を

行
う
「
ス
ル
ー
ガ
イ
ド
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
。
道
の
ス
ル
ー
ガ

イ
ド
認
定
を
受
け
た
馬
上
千
恵

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
Ａ
Ｔ
に

お
け
る
ス
ル
ー
ガ
イ
ド
の
役
割

と
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　
参
加
無
料
で
定
員

人
。
釧

路
総
合
振
興
局
な
ど
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
申
込

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、

日
ま
で
に

電
子
メ
ー
ル
か
フ
ァ
ク
ス
で
申

し
込
む
。

　
同
振
興
局
商
工
労
働
観
光
課

は
「
釧
路
と
根
室
が
一
体
と
な

っ
て
Ａ
Ｔ
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
も
ス
ル
ー
ガ
イ
ド
の
育
成
は

急
務
で
あ
り
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

ほ
し
い
。
Ａ
Ｔ
人
材
の
育
成
は

引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　
申
し
込
み
は
釧
路
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
電
子
メ
ー

ルh
o
s
o
@
k
u
s
h
i
r
o
-

k
a
n
k
o
u
.
o
r
.
j
p

か
フ
ァ
ク
ス

０
１
５
４
（

）
１
９
９
４
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
須
貝
喜
治
）
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釧
路
市
阿
寒
町
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
活
用
し
た
合
宿
な
ど
の

誘
致
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
配
布
が
始
ま

っ
た
。
担
当
し
た
の
は
、
昨
年

９
月
に
着
任
し
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
で
地
域
づ
く
り
推
進
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
湯
浅
花
苗

さ
ん
。
自
然
豊
か
な
練
習
環
境

と
施
設
を
生
か
し
た
滞
在
メ
ニ

ュ
ー
の
提
案
や
相
談
体
制
の
充

実
を
道
内
外
の
高
校
、
大
学
を

中
心
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
方

針
。

　
阿
寒
地
区
は
、
市
内
唯
一
の

全
面
天
然
芝
サ
ッ
カ
ー
場
（
多

目
的
広
場
）
や
軟
式
野
球
場
の

ほ
か
、
ア
リ
ー
ナ
や

㍍
温
水

プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
を
完
備
す
る
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
か
ら
な
る
町
総
合
運
動

公
園
を
有
す
る
。
周
辺
の
道
道

２
２
２
号
は
、
町
富
士
見
公
園

か
ら
布
伏
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ま
で
片
道

㌔
。
交
通

量
は
少
な
く
適
度
な
起
伏
に
富

み
、
ロ
ー
ド
練
習
に
適
し
て
い

る
。
２
０
１
７
年
か
ら
は
日
本

大
学
サ
ッ
カ
ー
部
が
夏
季
合
宿

を
実
施
。
市
は
、
高
校
や
社
会

人
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
開
催
な
ど

の
実
績
を
生
か
し
、
一
層
の
利

用
を
促
そ
う
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
製
し
た
。

　
湯
浅
さ
ん
は
各
大
学
の
監
督

の
年
代
や
合
宿
内
容
、
本
州
で

人
気
の
合
宿
地
な
ど
を
リ
サ
ー

チ
。
施
設
概
要
と
利
用
料
を
は

じ
め
、
夏
季
の
平
均
気
温
や
交

通
ア
ク
セ
ス
、
宿
泊
施
設
「
サ

ー
ク
ル
ハ
ウ
ス
赤
い
ベ
レ
ー
」

で
は
空
港
や
練
習
場
所
ま
で
の

無
料
送
迎
、
１
日
３
回
の
食
事

対
応
な
ど
を
紹
介
す
る
。
中
で

も
「
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
合
宿
」

で
は
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
や
合
宿

目
的
、
移
動
手
段
の
ほ
か
、
練

習
時
の
ド
ロ
ー
ン
撮
影
や
洗
濯

な
ど
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提

案
。
同
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
な
り
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ウ
ェ
ブ
で
の
相
談
に

応
じ
る
こ
と
を
明
記
す
る
。
ま

た
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
開
設
も
視
野

に
入
れ
る
。
湯
浅
さ
ん
は
「
市
街

地
や
空
港
に
も
近
く
、
環
境
も

施
設
も
整
っ
た
エ
リ
ア
だ
と
広

く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
か
ゆ

い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
サ
ー
ビ

ス
を
目
指
し
て
い
る
」
と
話
す
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
４
判
カ

ラ
ー
８
㌻
で
４
０
０
部
製
作
。

全
国
の
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
や
道

内
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
１
２
３

校
に
送
付
し
た
ほ
か
、
市
役
所

や
阿
寒
町
行
政
セ
ン
タ
ー
、
町

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
赤
い
ベ

レ
ー
で
扱
う
。
ま
た

日
ま
で

は
、
ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
く
し
ろ
ス

ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
（
湿
原
の
風

ア
リ
ー
ナ
）
で
開
催
中
の
釧
路

市
協
力
隊
の
活
動
展
示
会
場
で

も
配
布
し
て
い
る
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
河
辺
由
記
子
）

　

日
午
前
７
時
ご
ろ
、
釧
路

市
愛
国
東
３
の
市
道
交
差
点

で
、
同
住
所
の
無
職
、
矢
澤
セ

ツ
子
さ
ん
（

）
が
普
通
乗
用

車
に
は
ね
ら
れ
た
。
矢
澤
さ
ん

は
頭
な
ど
を
ひ
か
れ
、
そ
の
場

で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
釧
路

署
は
乗
用
車
を
運
転
し
て
い
た

同
市
愛
国
西
２
、
会
社
員
千
葉

裕
也
容
疑
者
（

）
を
過
失
運

転
致
死
の
疑
い
で
現
行
犯
逮
捕

し
た
。

　
釧
路
署
な
ど
に
よ
る
と
、
現

場
は
片
側
２
車
線
の
市
道
と
愛

国
な
な
め
通
り
が
交
わ
る
交
差

点
で
、
信
号
や
横
断
歩
道
は
な

か
っ
た
。
矢
澤
さ
ん
は
道
路
を

南
か
ら
北
へ
横
断
し
よ
う
と
し

た
と
み
ら
れ
、
新
釧
路
川
方
向

か
ら
走
行
し
て
き
た
車
に
は
ね

ら
れ
た
。
事
故
当
時
路
面
は
乾

燥
状
態
だ
っ
た
。

　
車
は
一
時
現
場
を
去
っ
て
お

り
、
千
葉
容
疑
者
は
「
衝
撃
が

あ
り
、
止
ま
っ
て
戻
っ
て
き
た
」

と
話
し
て
い
る
。
容
疑
に
つ
い

て
は
「
道
路
上
に
い
た
歩
行
者

の
方
を
は
ね
て
し
ま
い
ま
し

た
」
と
認
め
て
い
る
。
同
署
で

詳
し
い
状
況
を
調
べ
て
い
る
。



代

女

性

が

道

路

横
断
中
は
ね
ら
れ
死
亡

過
失
運
転
致
死
、
容
疑
で
逮
捕
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